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研究成果の概要（和文）：梅棹忠夫アーカイブズの資料間には相関関係がある。フィールドノート、メモ、原稿、著作
の間に素材と製品という関係があるためだ。本研究では、利用者が自ら相関関係を発見して書込み、共同してアーカイ
ブズを形成するモデル構築を目的とする。資料の整理、基礎データ作成を行うと同時に、『梅棹忠夫著作集』別巻収録
の論文タイトル索引および総索引の全内容をデジタル化し、4万8千件のKW（キーワード）からそれが含まれる論文と出
現ページ、1,500件弱の論文タイトルに含まれるKW総覧、が検索可能なデータベースを構築した。これに基づきKWを共
有する論文間にリンクを自動作成しそれを基礎に共創型アーカイブズの完成を目指す。

研究成果の概要（英文）：The archival documents of Tadao Umesao consists of field notes, notes for 
summarizing his ideas, and memorandum for preparing papers, etc. Among those documents, there are many 
relationships showing source and productions. By tracing the relationships, researchers on Umesao’s may 
analyze the thinking way of him. This research tries to develop a new database framework that enables 
database users to upload links found by him to the database.
For this purpose, providing bibliographic information of the archival documents are done. In parallel 
with that, the indices contained in the “Collected Works of Tadao Umesao” are adopted to make digital 
keyword indices of Umesao’s works. Based on this digital indices, a database that enables the user to 
retrieve the documents name and occurrence pages for each keyword has developed. This database will be 
opened soon in the website of existing “Tadao Umesao Archives” after the Graphical User Interface is 
prepared.
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１．研究開始当初の背景 
 国立民族学博物館（以下、民博）初代館長・
梅棹忠夫が残した膨大な資料は、フィールド
ワーク途上の諸記録だけでなく、生涯にわた
る知的生産活動に関わり、幅広い地域と分野
をカバーした世界に誇る文化資源である。
2011 年度来、民博ではこの「梅棹忠夫資料」
の整理保存を開始し、目録情報のデータ入力
と解析を進めている。本研究では、入力され
たデータに基づき、多分野研究者がそこで見
出し記述した資料間の関係性を共有し、動的
に共同で知を創出できる共創型デジタルア
ーカイブズ・システムを構築する。これを多
分野研究者が共有することで、民族学史・調
査探検史等の解明を共同で進めることが期
待できるとともに、他機関でも研究者の残し
たアーカイブズ資料のデジタル化を進める
際のモデルとなることが期待できる。 
 
２．研究の目的 
 梅棹忠夫資料は、フィールドノート、スケ
ッチ、写真等フィールドワークで生成された
一次資料に始まり、原稿のアイデア、原稿梗
概を記した「こざね」カード、原稿、それに
対する書評など、個人としての知的生産活動
に関わる二次、三次資料の他、学術調査探検
隊や学会の組織活動、学術行政、日本万国博
覧会への関与、民博創設準備の博物館調査等、
対外活動に関わる資料も含む。梅棹はこれら
資料を駆使して、モンゴル・アフリカ・東南
アジアなど地域研究のほか、情報論、比較文
明論、女性論、家庭論、博物館展示論、研究
経営論など、幅広い学を打ち立てた。すなわ
ち、これら資料間の相関関係は梅棹の知的生
産過程を反映している。 
 逆にその関係性の解明は、梅棹と同様に新
たな知の創造につながる可能性がある。 
 梅棹の研究手法は、異分野研究者を巻き込
んだ共同的な知の創造である。この思想は、
デジタルアーカイブズ構築が容易な現在に
こそ効果が発揮される（久保正敏「知的生産
の技術の今」『HUMAN』Vol.01 22-27 2011）。
従 来 の デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ ズ は 、
ISAD(International Standards for Archival 
Description) や EAD(Encoded Archival 
Description)等の国際標準仕様で示される如
く、資料の物理的収納状態に即した階層構造
を前提とするが、この構造だけでは、資料間
の関係性を表現することは難しい。そこで、
(1)階層構造を網状(ネットワーク状)構造へと
拡張し、(2)それに基づいた資料間関係の解明
結果を研究者間で即時に共有できる仕組み
により梅棹の理念である共同性・共創性を実
現すること、の２点を保証するアーカイブズ
構築を着想した。 
 
３．研究の方法 
 既に蓄積中の梅棹忠夫資料の目録情報に
基づき、民博に専門研究者の存在するアフリ
カ、モンゴル、情報論について、資料間の関

係性把握やそれに基づく索引情報付与の方
法を検討し、それに基づいてシステム基本設
計を進め、動的共創型デジタルアーカイブ
ズ・システムを試作する。その開発後に広く
関連分野研究者に利用を呼びかけて評価を
求め、それをフィードバックさせて本稼働シ
ステムを開発する。研究期間内に膨大な梅棹
忠夫資料全てに対応することは不可能だが、
本稼働システムが完成すれば、研究期間後も
その利用をより多分野の研究者に呼びかけ、
システムの充実を図ることは可能である。 
 学術的特色は 
 (1)従来型と異なる網状構造アーカイブズ
により、資料間関係の探索と発見がアーカイ
ブズ構造に動的に反映される、参加型・成長
型アーカイブズを利用者が共有できる点、 
 (2)Wiki のように閉じたソサエティのみ
が参加するのではなく、責任を明確にしたう
えでの開放参加型システムにより、研究者の
共同型の発見を保証し、共有するアーカイブ
ズである点、 
などである。 
 こうした動的共創型アーカイブズの実現
とその活用により、日本の民族学研究史や学
術調査探検史、博覧会と博物館の関係史、文
化行政史の解明に寄与するほか、文化人類
学・民族学にとっても、通時的な歴史再構成
や比較研究など、研究上の直接効果は大きい。
同時に、梅棹の指向した共同的な知の創造の
実践例として、今後、各分野における研究資
料アーカイブズ形成のモデルとなり得る。 
 
４．研究成果 
 梅棹忠夫アーカイブズの資料間には強い
相関関係がある。フィールドノート、要約メ
モ、原稿、著作それぞれの間に素材と製品と
いう関係があるためだ。この相関関係を探り
出し、アーカイブズ内にリンクを形成するこ
とで、資料間の相関関係を通した梅棹の思想
形成の分析や、新たな知見の創出の可能性も
ある。 
 本研究では、利用者が自ら関係性リンクを
発見して書込み、共同してアーカイブズを形
成するモデル構築を目的とする。そのために、
まず資料の整理、およびデジタル化を含む基
礎データ作成を進めた。既存の資料には、そ
の内容を示すキーワード（KW）を付加する必
要があるが、その作業には膨大な時間を要す
ることが明らかとなった。そこで、既刊の『梅
棹忠夫著作集』別巻（中央公論社 XXXX～XXXX
年刊行）収録の論文タイトル索引および総索
引を活用した。後者は、著作集作成に関わっ
た研究者たちが、各論文各ページに付与した
KW の索引集であり、論文間の関係性把握に有
効と考えたからである。 
 電子組版導入以前に刊行された本著作集
にはデジタルデータがなく、本研究で別巻の
全内容、計 440 ページを手作業にてデジタル
文字化し、(a)48,000 件余の KW からそれが含
まれる論文タイトルと出現ページ、(b)1,500



件弱の論文タイトルからそこに含まれる KW
総覧、が検索可能なデータベースを構築した。
GUI の整備を待ってウェブ公開の予定である。 
 このデータベースは、今後の資料整理に役
立つ。それだけではなく、これを基に、次の
ステップとして、ある KW を共有する論文間
に相関関係が存在すると仮定して論文間に
リンクを自動作成することが可能となる。こ
の結果に対する研究者による妥当性検討の
段階をおこなってもらい、その作業と並行し
て、研究者自身によるリンク形成機能を持つ
共創型アーカイブズの完成を目指す。その基
本機能の実現は比較的容易であるが、最も注
意すべき点は、研究者自身の書き込みを制御
する体制の整備である。書き込みを即時に反
映させるのは、リスクを伴うので、一旦、書
き込み情報を蓄積しておき、一定のガイドラ
インに従って、委員会などの体制がその内容
を精査した後に、実データベースに反映させ
る仕組みが求められる。この体制についても、
検討を深める。 
 国立民族学博物館では、2014 年度より「フ
ォーラム型情報ミュージアム」構築のプロジ
ェクトが開始され、利用者からの書き込みを
許す仕組み導入の検討が始まっているが、本
アーカイブズの理念とも関連が深いため、今
後は連携を深めて、仕組みの実現を目指す。 
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